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独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）は、福岡市からの要請を受けて、福岡高等裁判所等跡

地における防災公園（城内地区）と、福岡高等裁判所等の移転先である九州大学六本松キャンパス跡

地の市街地（六本松地区（平成 30 年まちびらき済））を合わせて一体的に整備を行う防災公園街区

整備事業を進めてきました。 

この度、福岡高等裁判所等跡地の整備が完了し、舞鶴公園の防災機能を持つ新たなエリアとして、

令和５年 10月５日(木)にオープンします。これにより、避難場所の拡充などが図られ、福岡市中心

部の防災性が向上することになります。 

オープンにあたり、福岡市の主催で記念式典（10 月５日(木)）を、ＵＲ都市機構の主催により防

災イベント（10月８日(日)12：00～17：00）を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市舞鶴公園に新エリアが完成 
～城内・六本松地区における防災公園街区整備事業の完了～ 

お問合せは下記へお願いいたします。 

ＵＲ都市機構 九州支社 都市再生業務部 事業企画課 （電話）０９２－７２２－１１７９ 

総務部 総務・法務課    （電話）０９２－７２２－１００４ 

 

●より歴史が感じられる公園になります！ 

・上之橋御門（かみのはしごもん）からの入城動線の復元 

・江戸時代の園路区画の再現 

・テニスコートの移転に伴う石垣の見どころ向上（今年度後半に福岡市工事実施） 

●公園の案内機能が向上します！ 

・新たに案内施設（トレーラーハウス）を設置し、公園内の見どころや歴史解説を発信 

●利便性（公園へのアクセス）が向上します！ 

・観光バス含め約 300台が駐車できる大型駐車場の整備 

●まちの防災機能が向上します！ 

・都心部に近い貴重なオープンスペースで、災害時には避難場所や避難路として利用 



防災公園街区整備事業の概要 

■ 防災公園街区整備事業とは 

災害に対し脆弱な構造となっている既成市街地において、防災機能の強化を図ることを目的と

して、地方公共団体の要請に基づき、ＵＲ都市機構が機動的に用地を取得し、防災公園と市街地の

整備改善を一体的に実施する事業のことです。地方公共団体は、公園整備の一般財源分にＵＲ都

市機構の長期割賦制度が活用できるため、財政負担をより平準化できます。 

 

■ 舞鶴公園（福岡市城内・六本松地区防災公園街区整備事業）の事業内容 

ＵＲ都市機構は、九州大学六本松キャンパス跡地（六本松地区）利用計画にある「法曹機能」・

「商業・業務・サービス・交流機能と居住機能等複合的な利用」の都市機能を実現するために、六

本松地区の土地を取得。道路・公園等の基盤を整備し、舞鶴公園に隣接する福岡高等裁判所等の移

転先を確保するとともに、複合的な都市機能を誘導しました。 

また、六本松地区及び福岡高等裁判所等跡地（城内地区）並びにその周辺地域の防災機能の強化

を図るため、城内地区の土地を取得し、舞鶴公園の拡張部として防災公園を整備しました。 

 

■ 所在地 

福岡市中央区城内 

 

■ 面 積 

約 9.6ha（うち防災公園約 3.1ha、市街地

部分 6.5ha） 

 

■ 事業年度（防災公園） 

平成 26年度～令和５年度 

 

■ 事業効果 

・不足している都心部の避難場所の確保 

（一時避難、避難生活、避難生活支援（ト

イレ・炊き出し・照明）） 

・発災時に活用できるスペースの増加 

（救援活動用テント、支援物資集積等） 

 

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダーと

ともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、「人が輝く

“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑戦し続けることで

皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考えております。これまで培

ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外

展開支援に全力で取り組んでまいります。 

https://www.ur-net.go.jp/  

出典：福岡市作成資料より抜粋 

https://www.ur-net.go.jp/




 


